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は
じ
め
に 

任
期
満
了
の
つ
く
ば
市
議
会
議
員
選
挙
は
、
２

０
１
６
年
11
月
13
日
市
長
選
挙
と
同
時
に
行

わ
れ
た
。
今
回
の
市
議
選
は
３
０
５
億
円
の
「
つ

く
ば
市
総
合
運
動
公
園
構
想
」
が
一
昨
年
の
夏
に

住
民
投
票
に
よ
り
、
白
紙
撤
回
と
な
っ
た
事
を
受

け
、
４
期
目
を
目
指
し
て
い
た
現
職
の
市
長
が
立

候
補
を
断
念
す
る
事
態
と
な
り
、
市
を
二
分
す
る

選
挙
戦
と
な
る
中
で
市
長
選
と
同
時
に
行
わ
れ
た
。

新
社
会
党
か
ら
私
、
金
子
和
雄
が
公
認
候
補
と
し

て
８
期
目
の
闘
い
を
繰
り
広
げ
、
定
数
28
人
中

（
立
候
補
者
38
名
）
２
５
８
１
票
の

18
位
で

当
選
を
し
た
闘
い
を
振
り
返
っ
た
。 

  

      

 

住
民
投
票
の
闘
い
と
市
長
選
の
取
り
組
み 

つ
く
ば
市
で
は
住
民
無
視
、
議
会
軽
視
で
３
０

５
億
円
も
の
税
金
を
使
う
「
つ
く
ば
市
総
合
運
動

公
園
構
想
」
が
２
０
１
３
年
３
月
議
会
で
持
ち
上

が
り
、
後
に
購
入
す
る
66
億
円
も
し
た
土
地
設

定
ま
で
触
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
後
に

都
市
再
生
機
構
（
Ｕ
Ｒ
）
が
所
有
す
る
土
地
を
最

適
地
と
し
て
検
討
す
る
と
発
表
さ
れ
た
が
一
般
市

民
は
お
ろ
か
議
会
関
係
者
も
寝
耳
に
水
の
こ
と
で

あ
っ
た
。 

こ
の
構
想
に
不
信
を
い
だ
い
た
市
民
は
「
総
合

運
動
公
園
建
設
の
是
非
を
住
民
投
票
で
問
う
つ
く

ば
市
民
の
会
」（
略
称
・
住
民
投
票
の
会
）
を
組

織
し
、
議
員
は
政
党
、
会
派
（
注
）
を
問
わ
ず
議

会
半
数
の
議
員
が
連
携
し
て
「
な
ぜ
、
市
長
は
圧 

       

倒
的
多
数
の
反
対
を
無
視
し
た
の
か
」
「
な
ぜ
、

市
民
ニ
ー
ズ
と
か
け
は
な
れ
た
計
画
を
進
め
た
の

か
」・
・
・
な
ど
で
住
民
投
票
賛
成
の
立
場
で
活

動
を
深
め
、
住
民
投
票
条
例
の
成
立
ま
で
一
致
団

結
し
た
取
り
組
み
を
成
功
さ
せ
た
。 

こ
の
市
長
選
は
、
４
年
前
に
も
市
長
選
に
立
候

補
し
た
経
緯
が
あ
り
、
住
民
投
票
を
実
現
さ
せ
る

「
住
民
投
票
の
会
」
の
世
話
人
を
務
め
、
各
地
域

で
開
催
さ
れ
た
集
会
で
説
明
役
を
担
っ
た
元
市
議

の
五
十
嵐
立
青
氏
が
立
候
補
し
新
人
３
人
の
闘
い

と
な
り
、
五
十
嵐
氏
は
公
約
に
「
総
合
運
動
公
園

問
題
は
調
査
・
検
証
チ
ー
ム
を
作
り
、
完
全
解
決

を
目
指
す
」
と
表
明
し
た
。
議
員
は
こ
れ
ま
で
の

運
動
の
取
り
組
み
を
継
承
し
問
題
解
決
の
た
め
に

引
き
続
き
政
党
、
会
派
を
問
わ
ず
議
会
半
数
の
議
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員
が
連
携
し
、
金
子
議
員
は
居
住
地
で
あ
る
桜
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
で
五
十
嵐
＆
金
子
の
集
会
を
成
功
さ

せ
る
な
ど
独
自
の
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
連
動
す
る

チ
ラ
シ
、
集
会
、
街
頭
演
説
な
ど
で
支
援
し
た
。 

一
方
、
こ
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
べ
き
当
時

の
市
長
は
、
自
民
・
公
明
の
推
薦
す
る
候
補
者
を

支
持
し
た
が
、
五
十
嵐
氏
は
多
く
の
有
権
者
や
議

員
の
支
持
で
初
当
選
を
果
た
し
、
11
月

17
日

よ
り
市
長
の
任
務
に
着
任
し
て
い
る
。 

 

市
議
選
の
取
り
組
み 

私
の
選
挙
戦
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
つ
く
ば

市
は
約
23
万
人
を
数
え
る
県
内
２
番
目
の
都
市

と
な
り
、
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
で
秋
葉
原
ま
で

45
分
で
行
け
る
距
離
に
あ
り
、
市
内
に
は
筑
波

大
学
を
は
じ
め
三
つ
の
大
学
、
国
や
大
手
企
業
の

研
究
拠
点
が
多
数
存
在
し
、
約
３
０
０
に
及
ぶ
研

究
機
関
・
企
業
と
約
２
万
人
の
研
究
者
を
擁
し
て

い
ま
す
。
外
国
か
ら
の
研
究
者
や
留
学
生
も
多
く
、

外
国
人
登
録
者
は
１
３
０
国
以
上
７
４
０
０
人
を

数
え
、
総
人
口
の
３
・
５
％
を
占
め
、
研
究
者
や

大
学
生
が
数
多
く
住
ん
で
い
る
た
め
転
入
・
転
出
、

入
学
・
卒
業
な
ど
に
伴
い
毎
年
３
月
末
の
人
口
減

と
４
月
の
増
加
現
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

一
方
多
く
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
研
究
学
園
都

市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
つ
く
ば
市
内
の
公
務
員

住
宅
は
、
現
在
も
進
め
ら
れ
て
い
る
公
務
員
減
ら

し
の
波
が
国
の
機
関
に
も
押
し
寄
せ
公
務
員
住
宅

の
廃
止
が
続
き
、
日
増
し
に
入
居
者
の
転
出
で
初

期
の
研
究
学
園
都
市
構
想
の
変
化
を
も
た
ら
し
、

街
の
姿
を
変
え
て
き
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
廃
止

さ
れ
た
公
務
員
住
宅
跡
地
に
は
巨
大
な
マ
ン
シ
ョ

ン
が
建
設
さ
れ
、
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
の
玄
関
は
住
民

と
地
域
を
分
断
す
る
よ
う
な
出
入
り
不
自
由
な
壁

を
作
っ
て
き
て
い
る
。 

そ
ん
な
状
況
の
中
で
行
わ
れ
た
、
つ
く
ば
市
議

会
議
員
選
挙
を
勝
利
す
る
た
め
に
、
活
動
内
容
と

活
動
拠
点
の
設
定
、
議
会
報
告
は
配
布
地
区
に
対

応
し
た
ニ
ュ
ー
ス
内
容
や
配
布
体
制
、
市
民
運
動

と
の
連
携
、
支
持
者
の
協
力
体
制
、
居
住
地
の
協

力
体
制
な
ど
早
期
の
対
応
が
取
り
組
め
る
状
況
な

ど
、
十
分
な
会
議
を
重
ね
一
つ
ひ
と
つ
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
、
少
数
の
選
対
委
員

で
限
ら
れ
た
仲
間
で
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
が
勝
因

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

し
か
し
課
題
も
見
え
た
選
挙
戦
で
あ
っ
た
。
少

子
高
齢
社
会
と
都
市
化
し
た
住
宅
地
な
ど
私
た
ち

を
取
り
巻
く
地
域
状
況
は
変
化
・
進
展
し
て
き
て

い
る
環
境
は
活
動
を
鈍
ら
せ
る
。 

（
注
・
議
員
の
政
党
、
会
派
の
内
容
は
→
保
守
系

無
所
属
、
共
産
党
、
市
民
ネ
ッ
ト
、
新
社
会
党
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
か
ね
こ 

か
ず
お
） 

県南集会（２０１６年１１月２０日） 


